
丘

庫

明象
石し

城テ
武ぶ

家け

屋や

敷ピ
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
明
石
市
大
明
石
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
七
月
―

一
九
九
三
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
明
石
市
立
文
化
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
稲
原
昭
嘉

・
山
下
俊
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
七
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

明
石
城
武
家
屋
敷
跡
は
、
Ｊ
Ｒ

・
山
陽
電
鉄
明
石
駅
の
南
側

一
帯
に
所
在
ｔ
、

明
石
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
地
上
に
位
置
す
る
。
遺
跡
の
標
高
は
三
ｍ

前
後
を
測
る
。

元
和
三
年

（
三
全

七
）
、
信

州
松
本
か
ら
明
石
に
入

っ
た
小

笠
原
忠
政
（忠
真
）
は
幕
府
の
命

を
受
け
、
元
和
五
年
に
新
城
を

磨

　

ぃ
た
。
こ
の
時
に
造
ら
れ
た

須

城
内

・
武
家
屋
敷

。
町
屋
か
ら

噺

な
る
城
下
灯
が
、
明
石
の
市
街

地
の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
。
絵

図
に
み
ら
れ
る
長
方
形
街
区
と
短
冊
型
地
割
か
ら
な
る
武
家
屋
敷
の
区
画
は
、

現
存
す
る
町
名
や
道
路
、
さ
ら
に
は
敷
地
境
界
に
認
め
ら
れ
る
。

武
家
屋
敷
跡
の
調
査
は
、　
一
九
八
五
年
の
山
陽
電
鉄
立
体
工
事
に
伴
う
確
認

調
査
に
始
ま
り
、
現
在
ま
で
約
五
〇
件
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
の

報
告
は
、
調
査
が
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二
二
地
点

（Ｏ
Ａ
１
８
）
と
明
石
城

武
家
屋
敷
跡
第
二

一
地
点

（Ｏ
Ａ
１
７
）
と
異
な
る
た
め
、
二
地
区
に
分
け
て

記
述
す
る
。

一　

明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二
二
地
点

（Ｏ
Ａ
１
８
）

調
査
地
点
は
、
武
家
屋
敷
を
大
き
く
東
西
に
区
画
す
る
通
り
で
あ
る
大
手
町

の
西
側
に
位
置
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
区
は
東
西
に
走
る
道
路
で
三
つ
に
区

画
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
中
央
部
分
と
な
る
西
中
ノ
丁
に
あ
た
る
。

調
査
区
の
中
央
で
東
西
に
走
る
西
中
ノ
丁
の
道
路
を
検
出
し
た
。
こ
の
道
路

は
大
き
く
二
回
、
川
か
ら
運
ば
れ
た
砂
で
整
備
さ
れ
て
い
た
。
正
面
で
は
、
下

水
道
管
が
道
路
の
中
央
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
。　
一
人
九
九
年
に
宮
内
省
か
ら
下

賜
さ
れ
た
三
〇
〇
円
を
も
と
に
、　
一
九

一
三
年

一
月
に
起
工
し
翌
年

一
二
月
に

完
成
し
た
下
水
施
設
に
あ
た
る
と
考
え
て
い
る
。
Ⅱ
面
か
ら
は
、
道
路
北
側
で

中
世
の
シ
ル
ト
層
を
掘
り
込
ん
で
川
原
石
を
並
べ
る
側
溝
を
検
出
し
た
。
石
を

固
定
さ
せ
る
埋
土
に
含
ま
れ
て
い
た
陶
磁
器
類
か
ら
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代

中
頃
に
は
存
在
し
た
と
考
え
て
い
る
。
道
路
南
側
は
、
電
車
の
軌
道
敷
と
な

っ

た
た
め
石
列
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
僅
か
に
確
認
さ
れ
た
溝
の
痕
跡
か
ら

道
路
幅
は
七
ｍ
前
後
と
推
定
で
き
た
。
こ
の
西
中
ノ
丁
の
道
幅
は
、
正
保
年
間
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盆

六
四
四
―
四
人
）
の
明
石
城
図
に
四
間
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

一
致
す

る
。
側
溝
の
中
か
ら
多
量
の
瓦
片
が
出
土
し
、　
一
段
高
く
な
っ
た
屋
敷
側
に
は

礎
石
と
考
え
ら
れ
る
石
が
溝
に
沿
っ
て
点
々
と
並
ぶ
こ
と
か
ら
、
築
地
塀
が
想

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
屋
敷
跡
か
ら
南
北
方
向
に
造
ら
れ
た
敷
地
を
区
画
す
る

溝

。
石
列
を
検
出
し
た
。
こ
の
地
割
り
は
、　
一
九
入
六
年
度
に
兵
庫
県
教
育
委

員
会
が
確
認
し
た
区
画
と

一
致
す
る
。
文
久
年
間

（
一
八
六
一
―
六
四
）
の
絵
図

で
は
、
西
か
ら

「西
村
」
「水
野
」
「山
本
」
「斎
藤
」
の
家
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
屋
敷
に
は
、
上
水
道
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。
道
路
面
か
ら
深
さ
約

一
・
三
ｍ
掘
り
下
げ
た
位
置
に
、
直
径
六
―
八
卿
・
長
さ
六
―
八
ｍ
の
節
を
抜

い
た
竹
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
上
水
道
が
設
置
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
埋
土

か
ら

一
人
世
紀
前
半
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
丹
波
焼
の
悟
鉢
片
が

一
点
出
土
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
上
水
道
の
上
に
掘
ら
れ
た
土
坑
か
ら
、　
一
人
世
紀
末
―

一

九
世
紀
の
陶
磁
器
類
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
に
は
完
成
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

一
一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二

一
地
点

（Ｏ
Ａ
１
７
）

調
査
地
点
は
、
武
家
屋
敷
街
区
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
文
久
年
間
の
絵

図
に
よ
る
と
、
東
西
に
は

「追
手
丁
」
通
り
と

「細
工
門
」
通
り
の
南
北
の
通

り
が
走
り
、
北
側
に
は

「中
ノ
中
丁
」
通
り
が
東
西
に
走
る
。
東
か
ら

「速

水
」
「堀
江
」
「松
山
」
「斉
藤
」
「荒
木
」
「松
田
」
「丹
羽
」
の
人
軒
の
屋
敷
地

が
表
記
さ
れ
て
お
り
、
西
の

「追
手
丁
」
通
り
へ
向
か
う
に
つ
れ
、
屋
敷
割
が

広
く
な
っ
て
い
る
。
調
査
は
五
区
に
分
け
て
行
な
っ
た
。
各
調
査
区
の
北
端
で

は

「中
ノ
中
丁
」
通
り
と
見
ら
れ
る
東
西
の
道
路
の
南
側
溝
が
検
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
屋
敷
堺
の
溝
、
土
塀
の
基
礎
、
門
跡
な
ど
の
屋
敷
割
の
一
部
を
示
す
遺

構
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
屋
敷
内
で
は
多
数
の
井
戸
及
び
土
坑
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
出
土
し
た
陶
磁
器
類
で
は
、　
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
幕

末
に
至
る
ま
で
の
多
量
の
肥
前
系
陶
磁
器
を
は
じ
め
、
京
焼
系
陶
器
、
丹
波
焼

陶
器
な
ど
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
当
地
で
焼
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「朝
霧

焼
」
が

一
七
世
紀
後
葉
か
ら

一
人
世
紀
前
葉
に
か
け
て
の
時
期
に
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
下
駄
、
漆
椀
、
ひ

し
ゃ
く
等
の
本
製
品
は
、
井
戸
や
溝
と
い
っ
た
湿
地
部
に
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二
二
地
点

（Ｏ
Ａ
１
８
）

①

　

「

制
綽

又
丘
ハ衛
様
　

　

　

〃

珈
田
官
丘
（衛

正

月

十

七

日

申

上

刻

迄

夜

通

飛

脚

　

　

　

　

　

　

　

」

Ｎ
ｇ

×
儲

×
卜

常

岸

②

　

「
ｏ
脚
［
峨
卿
紗
翻
脚
様
殿
　
・大勅
留
治
部
左
衛
門

ｏ

〔
惣
〕
　
　
　
〔
係
〕

十

一
月
廿
日
出
　
相
場
役
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

］
Ｐ
ド
×
ｏ
卜
×
Ｎ
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

い
〕　
　
「　
ｏ
半
雀
土
　
一
一臓
工謝
解
芳
好
Π
門
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ留
×
窓
×
⇔　
ｏＦ
　
　
５３



い

　

「　
　
封
之
印

ｏ
堺
大
和
屋
諸
白

新

左

衛

門

全

節

こ
　

　

　

　

　

　

　

　

蔵
額

×
理

伽

墓

い
は
、
西
中
ノ
丁
の
通
り
に
掘
ら
れ
た
長
辺
七

・
一
ｍ
、
短
辺
三

。
九
ｍ
、

深
さ
七
四
伽
の
隅
九
方
形
の
土
坑
か
ら
出
土
し
た
。
檜
の
板
目
材
を
使
用
し
て

い
る
。
こ
の
土
坑
か
ら
は

一
人
世
紀
後
葉
以
降
の
肥
前
系
陶
磁
器
類
、
東
山
焼

の
手
焙
、
行
平
を
は
じ
め
と
す
る
明
石
焼
の
日
用
雑
器
類
が
出
土
し
た
。

②
は
、
西
中
ノ
丁
の
通
り
に
掘
ら
れ
た
長
辺
五

・
三
ｍ
、
短
辺

一
・
三
ｍ
、

深
さ
五
七
ｃｍ
の
長
方
形
の
土
坑
か
ら
出
土
し
た
。
土
師
質

。
柿
釉

・
施
釉

（明

石
焼
）
灯
明
皿
、　
一
人
世
紀
後
半
以
降
の
肥
前
系
陶
磁
器
類
が
出
土
し
て
い
る
。

檜
の
板
目
材
を
用
い
、
上
下
に
方
形
を
し
た
小
さ
な
釘
穴
が
認
め
ら
れ
る
。
ω

②
と
も
縦
七
寸

・
横
二
寸
と
ほ
ぼ
同
形
で
、
差
出
人
が

「大
留
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
米
相
場
を
知
ら
せ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
②
に
あ
る
畠
山
家
は
、
西

中
ノ
丁
の
通
り
の
南
側
に
位
置
す
る
。
西
か
ら
、
松
平

・
畠
山

。
中
村

・
落
合

家
が
並
ぶ
。
①
は
、
米
を
運
搬
す
る
と
き
に
使
わ
れ
た
付
札
で
あ
る
。
二
屋
村

S=1/3

(4)

S=

木簡條)出土状況
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は
、
現
在
の
神
戸
市
西
区
玉
津
町
二
屋
に
あ
た
る
。
杉
の
柾
目
材
を
使
用
し
、

上
部
中
央
に
は
穿
孔
が
あ
る
。
い
は
酒
構
で
杉
板
目
材
を
使
用
し
て
い
る
。
水

道
管
を
直
角
方
向
に
分
岐
す
る
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
構
の
底
に
沈
殿
し
た
泥
の
堆
積
状
況
か
ら
、
水
は
西
か
ら
東
へ
流
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
一　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
第
二

一
地
点

（Ｏ
Ａ
１
７
）

「所
稲
ま
め
二
方

上
政
七
様
行つも
と
　
」

「か

ヽ
様
へ
　
　
藤
江
」

「か
き
　
一二
十
五
　
　
」

「
ｏ
石
川
ナ
ツ
」

Ｐ
⇔
『
×

い
０
×

μ
ｏ
　

ｏ
Ｐ
四

Ｐ
∞
Φ
×

］
ｏ
×

］
　

ｏ
岸
騨

Φ
Φ
×

∞
『
×

『
　

ｏ
Ｐ
四

①
は
瓦
積
の
井
戸
内
か
ら
出
土
し
た
。
杉
柾
目
材
を
用
い
て
長
方
形
に
加
工

し
た
も
の
で
あ
る
。　
一
人
世
紀
後
葉
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

０
は
長
辺
五

・
七
ｍ
、
短
辺
三

・
三
ｍ
、
深
さ
三
〇
伽
の
長
方
形
の
土
坑
か

ら
出
土
し
た
。
「か
ゝ
様
」
は
、
加
賀
様
、
「か
き
」
は
柿
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
土
坑
か
ら
は

一
人
世
紀
後
葉
以
降
の
肥
前
系
磁
器
の
他
、
焙
烙
、
土
師
質

皿
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
細
長
い
長
方
形
を
し
た
板
材
の
表
裏
に
墨
書
が
施

さ
れ
て
い
る
。
藤
江
は
明
石
城
城
下
町
か
ら
約
三

・
五
臨
西
の
海
岸
沿
い
に
位

(¬ 1日

(7)

え
“
稲
ウ
リ
子
づ

井
攻

γ必
管
狩
Ｊ

ヽ

ｔ
ヽ

ツ
ｋ

CEEEEEm  (6)



置
す
る
村
名
で
あ
る
。
荷
札
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
⑭
は
幅

一
・
三
ｍ
、
深
さ
五
〇
伽
の
屋
敷
を
画
す
る
溝
内
よ
り
出
土
し
た
。
陶
磁
器
類

か
ら
こ
の
溝
は

一
九
世
紀
に
廃
絶
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
長
方
形
の
柾
目
材

の
片
面
に
人
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
上
部
中
央
に
は
穿
孔
が
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
際
し
て
は
夫
木

一
成
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（稲
原
昭
嘉

・
山
下
俊
郎
）

は
か

ぎ

兵
庫

。
な
埋
扶
ヒ
退
昧
イ
（内
田
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
袴
狭
字
内
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
出
石
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
寺
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
郡
行
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

袴
狭
遺
跡
は
兵
庫
県
北
部
の
出
石
郡
を
流
れ
る
出
石
川
の
支
流
、
袴
狭
川
流

域
に
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
、
特
に
奈
良

。
平
安
時
代
の
大
量
の
木
製
祭
祀
具
の

出
土
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
周
辺

に
は
砂
入
遺
跡

。
荒
木
遺
跡

・

田
多
地
小
谷
遺
跡

・
入
佐
川
遺

跡
な
ど
、
官
衡
を
う
か
が
わ
せ

る
遺
物
の
出
土
す
る
遺
跡
が
所

在
し
、
こ
れ
ら
を

一
括
把
握
し

れ
て
「袴
狭
遺
跡
群
」
と
称
し
て

出

ぃ
る
。
こ
の
う
ち
、
袴
狭
遺
跡

で
は
合
計
四
〇
点
以
上
の
木
簡




